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して， また， Fellowof American College of Surgeons, Collegium Internationale 









































































































































































































みてみますと DNAのE型は比較的よろしし‘ょうですが， E型， N型というのは悪
い．確かにこの DNAパターンは遠隔成績を反映しているように思われます．食道
癌の遠隔成績は多くの factorに左右されますので非常に複雑でございます．年齢，



























































回，化学療法も bleomycinあるいは adriamycinなどを週に2回， radiationを週に
5回，こうし・う治療を術前3週間にわたって行い，それからだし、たし、10日から 2週
間してから手術をいたします．術前にhyperthermia6回，化学療法はbleomycinで
すと 30mg, radiationですと 30Gy，これだけを術前にやってから手術いたします．
手術ができないような症例は，できるだけ長期にわたりましてこの治療を継続いた
します．術前に chemotherapyと radiationだけをやった症例122f7U,hyperthermia 












































表在癌，核 DNA量， hyperthermia,HCR 療法など食道癌治療成績の向上の問題
点について教室の御業績をおりまぜて非常にわかりやすく多岐に渡り御講演下さL、
まして，ありがとうございました．食道外科で・は京都大学外科学教室におきましで
も先生がふれられましたごとく 1933年当時の大津助教授が世界に先がけて，胸腔内
食道吻合術に成功したという誇るべき業績がございます．先生のこの御講演を機会
に私共の外科学教室がこの方面においても一層発展する事を期待するものでありま
15 
す．杉町先生は大変お忙しく本日も肝移植をするかどうかという非常に緊迫した状
態で私共外科学教室の為に，立派な記念講演を賜りました．厚く御礼申し上げます．
ありがとうございまLTこ．
